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研究成果の概要（和文）：ユネスコバンコク事務所との連携のもと，アジア地域において，「21世紀型スキル」
の育成のためにICTが教育現場にどの様に活用されているかの国際比較を通じて，共通点・相違点を整理し，そ
の利点と留意点を分析することを目的とした．また，教育現場における聞き取り調査，授業観察を通じた情報収
集に努めた．更に，現在ユネスコバンコク事務所で共同開発中の参加型教育政策データベースを活用し，上記の
比較分析報告および事例集を含めたコンテンツの積極的な情報発信を目的とした．本研究は，教育の質の向上を
目指すSustainable Development Goals（SDGs）4の地域会議に貢献することが期待される．

研究成果の概要（英文）：In collaborating with UNESCO Asia and the Pacific, this research aims at 
investigating the use of ICT to promote 21st Century Skills (transversal skills) in Asia.  Based on 
the country study in the Asia and the Pacific, it identified advantages and issues in introducing 
ICT in education settings.  Specifically, the analysis was conducted on education policy documents 
related to transversal skills, teacher training programs and local policies, classroom observations 
and teacher surveys.  Regional conferences were organized to discuss the issues among the experts 
concerned and to disseminate the study results in Seoul (2016) and Ulanbaatar (2018). Participatory 
education database was also created at UNESCO Bangkok to promote on-line discussion and share the 
studies related.  As few regional studies exist in the Asian region, and thus, this research is 
expected to contribute to the monitoring of SDG4 promoting quality education in the region.

研究分野：教育と情報通信技術
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１．研究開始当初の背景 
本研究は，近年ユネスコや OECD などの国際

機関がこれからの教育政策・改革において重

要であると提唱している「21 世紀型スキル」

に注目した．近年，ユネスコアジア太平洋事

務所（タイ国バンコク，以下ユネスコバンコ

ク事務所）が開催した 2015 年以降の教育を

考えるハイレベル専門家会合“Beyond 2015: 

Transforming Teaching and Learning in 

Asia-Pacific”には,アジア 20カ国以上から

70 名を超える専門家が参加し，脳科学・心理

学，ICT の活用，教育と経済発展など異なる

分野の専門家が多方面から 21 世紀における

教育について活発な議論が展開された．また，

アジアの教育政策分野の専門家からなる

ERI-net(教育研究機関ネットワーク)会議

“Taking Learning to the Next Level in 

Asia-Pacific”では，国別レポートを介して

各国の現状が報告され，「21 世紀型スキル」

のアジアにおける実用的定義の策定が議論

された． 

 

 
２．研究の目的 
ユネスコバンコク事務所との連携のもと，ア

ジア地域において，「21 世紀型スキル」の育

成のために ICT が教育現場にどの様に導入，

活用されているかの国際比較を通じて，共通

点・相違点を整理し，各国の専門家との議論

のもと，その利点と留意点を分析し，効果

的・実践的な方法論を検討することを目的と

した．また，教育現場からの意見を反映すべ

く学校における聞き取り調査，授業観察を通

じて情報を収集する点を強調し,情報共有に

努めた．更に，現在ユネスコバンコク事務所

で共同開発中の参加型教育政策データベー

スを活用し，上記の比較分析報告および事例

集を含めたコンテンツの積極的な情報発信

を目的とした．欧米と比較し，アジア地域に

おける「21 世紀型スキルの構築」に関する地

域研究は途上であるため，ユネスコを中心と

した本研究は，アジア地域からの情報発信と

して教育の質の向上を目指す Sustainable 

Development Goals（SDGs）4の地域会議に貢

献することが期待される． 

 
 
３．研究の方法 
アジア太平洋地域の教育開発を網羅するユ

ネスコバンコク事務所の特性を生かし，その

ネットワークを活用することで，その成果を

広く普及させることを目指した．本研究の対

象国は，1）「21 世紀型スキル」が近年の教育

計画・政策に反映されている中・高所得国 

2）ICT を教育現場に活用している国とした．

具体的には，「21 世紀型スキル」育成のため

のICT活用に関する分析を以下のように実施

した．具体的には，ユネスコバンコク事務所

の分析フレームワークを活用し，各国におけ

る多様なデータ（戦略的教育政策文献，教育

財務計画書，教育分野における ICT の導入・

活用状況，カリキュラムおよび教科書,教員

研修計画・内容）を収集した．「21 世紀型ス

キル」育成のためのICT活用に関する分析は，

①政策レベルでの「21 世紀型スキル」の比較

分析，②教育政策における ICT 導入・活用の

国別調査，③教育現場における国別調査，の

3手法を用い実施した．  

 

 

４．研究成果 

研究成果は，ユネスコ主催の地域会議で積極

的に情報発信された．2016 年 10 月には

UNESCO-KEDI Asia Pacific Regional Policy 

Seminar が韓国ソウルで開催され，アジア太

平洋地 域 10 カ国の教育専門家が参加した．

21 世紀型スキルを重要視した教育の在り方，

グッドプラクティス及び，ICT 導入の課題が

議論された．日本の事例として，秋田県を中

心とした 21 世紀型スキルの教育計画・活動

への導入法，事例を含めた実施状況や留意点

が共有された．2018 年 1 月には，UNESCO ア



ジア太平洋事務所教育専門家と協働のもと

モンゴルウランバートルにてアジアにおけ

る情報技術の導入および，21 世紀型スキルを

促進するための取り組みについて地域会議

を開催した．また,ユネスコバンコク事務所

と共同で参加型教育政策データベースを構

築・活用し，比較分析報告および事例集を含

めたコンテンツの積極的な情報発を実施し

ている． 
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